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(57)【要約】
【課題】木製の脚部材の支持強度を支持アームによって
効果的に高めることのできる構造を備えた天板付き家具
を提供すること。
【解決手段】木製の脚部材５と、脚部材５に取り付けら
れる剛性体から成型された支持アーム６と、を対向させ
て脚体を構成するものとし、脚部材５の上部に、少なく
とも上方に向けて開口し下方に向かって狭まる略台形状
の嵌合溝部５ｂを設けるとともに、支持アーム６に下方
に向かって狭まる略台形状をなす嵌合突部２８を設け、
支持アーム６の嵌合突部２８を脚部材５の嵌合溝部５ｂ
に嵌合することで、支持アーム６と脚部材５とが連結す
る。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　木製の脚部材と、該脚部材に取り付けられる剛性体から成型された支持アームと、を対
向させて脚体を構成するものとし、前記脚部材の上部に、少なくとも上方に向けて開口し
下方に向かって狭まる略台形状の嵌合溝部を設けるとともに、前記支持アームに下方に向
かって狭まる略台形状をなす嵌合突部を設け、前記支持アームの嵌合突部を前記脚部材の
嵌合溝部に嵌合することで、前記支持アームと前記脚部材とが連結することを特徴とする
天板付き家具。
【請求項２】
　前記嵌合溝部は、上方且つ側方に向けて開口しており、前記支持アームと前記脚部材と
は、前記嵌合溝部に嵌合した嵌合突部の側面に向けて挿入したボルトによって、連結され
るようになっていることを特徴とする請求項１に記載の天板付き家具。
【請求項３】
　前記嵌合溝部の側方の開口は、対向する他方の脚部材の方向に開口しており、前記ボル
トにより嵌合突部を連結した後の側方の開口を、閉塞板によって閉塞したことを特徴とす
る請求項２に記載の天板付き家具。
【請求項４】
　前記閉塞板は嵌合溝部の側方開口の形状と略同一の形状をなし、脚部材の開口側側面と
略面一となるように取り付けられていることを特徴とする請求項３に記載の天板付き家具
。
【請求項５】
　前記嵌合突部は、前記支持アームの長手方向の略中間位置に設けられており、前記支持
アームの前記嵌合突部から長手方向の両方向に離間した複数箇所が、前記脚部材に連結さ
れるようになっていることを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載の天板付き家
具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、木製の脚部材と、この脚部材に取り付けられる剛性体から成型された支持ア
ームと、を対向させて脚体を構成するものとした天板付き家具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、脚部材を対向させて構成された脚体上に天板を支持して成る家具として、役員用
の執務室などにおいて適用される木製の脚体・天板からなるものは、そのデザイン性や木
の与える高級感などから、高い人気を得ている。木を、幅が広く荷重の大きな部材に加工
して使用するにあたっての問題点として、使用年数に応じて撓みや反りが生じ易いという
点が挙げられる。
【０００３】
　そこで、脚部材における、対向する他方の脚部材を向く内側面に、下向きＬ字状の天板
支持金具を設け、この金具の上面と脚部材の上面とで天板の荷重を支持するという構造を
採ることで、天板全体の荷重の支持しているものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、脚体を、脚部材と天板支持用の支持アームとで構成し、支持アームで天板の荷重
を支持する構造を採るものもある（例えば、特許文献２参照）。
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１９４０９７号公報（第３頁、第２図）
【特許文献２】特開２００７－１２５１６７号公報（第３頁、第２図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　しかしながら、特許文献１にあっては、という点では優れているものの、脚部材そのも
のの変形に対しては、天板と後面板（配線収納ユニット）での連結に頼らざるを得ず、脚
部材自体の強度という観点からは課題が残されていた。
【０００７】
　また、特許文献２にあっては、天板支持用の支持アームを、脚部材と単に螺着するのみ
の構造であり、特許文献１で開示されている天板支持金具の取付位置を、単に脚部材上面
に変えたに過ぎず、劇的な改善は望み難かった。
【０００８】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、木製の脚部材の支持強度を支
持アームによって効果的に高めることのできる構造を備えた天板付き家具を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の天板付き家具は、
　木製の脚部材と、該脚部材に取り付けられる剛性体から成型された支持アームと、を対
向させて脚体を構成するものとし、前記脚部材の上部に、少なくとも上方に向けて開口し
下方に向かって狭まる略台形状の嵌合溝部を設けるとともに、前記支持アームに下方に向
かって狭まる略台形状をなす嵌合突部を設け、前記支持アームの嵌合突部を前記脚部材の
嵌合溝部に嵌合することで、前記支持アームと前記脚部材とが連結することを特徴として
いる。
　この特徴によれば、支持アームの嵌合突部が、脚部材の嵌合溝部に嵌合することで、脚
部材の剛性を強めることができる。また、嵌合突部と嵌合溝部とを、ともに下方に向かっ
て狭まる台形状としたので、嵌合突部を嵌合溝部に差し込み易くなる。
【００１０】
　本発明の請求項２に記載の天板付き家具は、請求項１に記載の天板付き家具であって、
　前記嵌合溝部は、上方且つ側方に向けて開口しており、前記支持アームと前記脚部材と
は、前記嵌合溝部に嵌合した嵌合突部の側面に向けて挿入したボルトによって、連結され
るようになっていることを特徴としている。
　この特徴によれば、嵌合溝部を側方にも開口したので、嵌合突部の嵌合溝部への嵌合が
より行い易くなる。
【００１１】
　本発明の請求項３に記載の天板付き家具は、請求項２に記載の天板付き家具であって、
　前記嵌合溝部の側方の開口は、対向する他方の脚部材の方向に開口しており、前記ボル
トにより嵌合突部を連結した後の側方の開口を、閉塞板によって閉塞したことを特徴とし
ている。
　この特徴によれば、嵌合溝部の側方の開口が他方の脚部材の方向に開口しているので外
方から目立たず、しかも閉塞板によって閉塞したので、連結用のボルトや嵌合突部が外方
に露呈せず、体裁を損なわない。
【００１２】
　本発明の請求項４に記載の天板付き家具は、請求項３に記載の天板付き家具であって、
　前記閉塞板は嵌合溝部の側方開口の形状と略同一の形状をなし、脚部材の開口側側面と
略面一となるように取り付けられていることを特徴としている。
　この特徴によれば、閉塞板の形状が側方開口の形状と略同一でかつ脚部材の開口側側面
と略面一となっているため、凹凸の違和感がなく、脚部材の側面と同一化させることがで
き体裁がよい。
【００１３】
　本発明の請求項５に記載の天板付き家具は、請求項１ないし４のいずれかに記載の天板
付き家具であって、
　前記嵌合突部は、前記支持アームの長手方向の略中間位置に設けられており、前記支持
アームの前記嵌合突部から長手方向の両方向に離間した複数箇所が、前記脚部材に連結さ
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れるようになっていることを特徴としている。
　この特徴によれば、支持アームの長手方向の略中間位置で嵌合突部が嵌合溝部に連結さ
れ、且つ嵌合突部から長手方向の両方向に離間した複数箇所が脚部材に連結されるので、
脚部材の剛性が長手方向の全領域で大となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の実施例を以下に説明する。
【実施例】
【００１５】
　図１は、本発明の実施例における天板付き家具としての机の全体像を示す斜視図である
。図２は、机の側面図である。図３は、机の一端側を示す正面図である。図４は、机の一
端側を示す平面図である。図５は、支持アームの取付状況を示す拡大斜視図である。図６
は、支持アームを内上方から見た斜視図である。図７は、支持アームを外上方から見た斜
視図である。図８（ａ）は、周縁部材の平面図であり、（ｂ）は、同じく正面図であり、
（ｃ）は、同じく側面図である。図９は、支持アームの底面図である。図１０は、脚部材
を内上方から見た斜視図である。図１１（ａ）は、連結杆の一端側を示す正面図であり、
（ｂ）は、同じく側面図である。図１２（ａ）は、閉塞板の正面図であり、（ｂ）は、同
じく側面図である。図１３は、脚部材に取付けられた支持アームの断面図である。図１４
は、脚部材に取付けられた支持アームの平面図である。図１５は、脚部材に取付けられた
支持アームを内上方から見た斜視図である。
【００１６】
　図１に示されるように、本実施例の天板付き家具としての机１は、使用者から見て左右
方向に幅広の矩形状の木製の天板２と、天板２を支持する脚体３と、天板２の左右幅と略
同じ幅であって、天板２の非使用側の側縁に後述のように取付けられたパネル４と、から
主として構成されている。机１は、複数の机１若しくは図示しない他の家具と組合せたい
わゆるワークステーションとしての形態を採って使用され、あるいは机１単体で使用され
得る。以下の説明で用いる上下左右、前後、及び内外の方向は、机１に向かう使用者を基
準とした方向である。
【００１７】
　図１ないし４に示されるように、脚体３は、脚部としての天板２の左右端に離間して一
対に配置される脚部材５及びそれぞれの脚部材５の上面に配置される金属製の支持アーム
６、そして左右両支持アーム６に連結される連結杆７から主として成る。
【００１８】
　脚体３を構成する脚部材５は、木製の板部材であって、天板２の前後方向幅と略同じ長
さの幅寸を有し、内側面の前後側が、それぞれ前後端部に向けて漸次先細のテーパ面と成
る前後対称の形状となっている。
【００１９】
　天板２は、木製の板部材であって、下面の前後側が、それぞれ前後端部に向けて漸次先
細のテーパ面と成る前後対称の形状となっており、前記した脚部材５と併せた統一感を有
している。
【００２０】
　パネル４は、天板２よりも上方側を仕切板若しくはデスクトップパネルとして利用出来
るとともに、天板２よりも下方側を幕板として利用出来るようになっている。
【００２１】
　また、天板２の下面のパネル４側には、断面視略コ字状の受け部材８が左右方向に取付
けられており、例えばパソコンや照明器具用の配線ケーブル等を配置できるようになって
いる。
【００２２】
　パネル４の天板２側への取付面における左右両端部それぞれの近傍に係合部材１０が固
着され、係合部材１０には係合片１１，１２が突設されている。これら係合片１１，１２
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が、天板２下面における反使用端側の左右両端部それぞれの近傍に固着されたブラケット
１３の係合孔に係合することで、パネル４が天板２に対し取り付けられている。
【００２３】
　次に、脚体３の取付構造について詳細に説明する。
【００２４】
　図５ないし７に示されるように、支持アーム６は、天板２下面と脚部材５の上面５ａと
の間に介在するアーム部材であって、細部にわたり前後略対称形状に形成されている。支
持アーム６は、後述のように天板２及び脚部材５とそれぞれネジにより接続されるととも
に、且つ左右の支持アーム６同士が連結杆７を介し接続されるようになっている。
【００２５】
　また、支持アーム６は、剛性体としての金属製部材、具体的にはアルミ製の成型部材で
あり、木製の天板２及び脚部材５の間に配置されて美観が良く、机１全体の意匠性にも寄
与している。
【００２６】
　図６、７に示されるように、支持アーム６は、天板２の下面に当接する上面側において
、前後中央側２箇所に、内側に向けて延びる張出部２０が設けられるとともに、前後端側
２箇所に、内側に向けて延びる張出部２１が設けられる。各張出部２０，２１にそれぞれ
ネジ孔２０ａ，２１ａが形成され、天板２と螺合するネジを挿入できるようになっている
。
【００２７】
　また、支持アーム６下面の所定箇所と脚部材５の上面５ａとの間に、合成樹脂等の弾性
体により成型された周縁部材３０が配設されている。図８（ａ）～（ｃ）に示されるよう
に、周縁部材３０は、より具体的には、前後方向に延びる薄板状の成型部材であり、一端
部３０ａが若干幅広に形成されている。図８（ｃ）に示されるように、周縁部材３０の幅
方向の断面視形状は、上方から下方、すなわち後述する脚部材５の上面に向けて拡がる傾
斜面３０ｂを備えた傾斜形状に形成されている。また、周縁部材３０の上面の前後２箇所
に、突設片３０ｃ，３０ｄが上方に向けて突設されている。
【００２８】
　次に、図９に示されるように、周縁部材３０が取り付けられる支持アーム６の下面につ
いて説明すると、支持アーム６下面の外側周縁及び前後周縁に亘って、前記した周縁部材
３０の形状に対応するように、幅方向断面視で略Ｌ字状の溝部２２が（図１３参照）、支
持アーム６の前後対称に２箇所形成されている。また、溝部２２下面の前後端側及び中央
側に、周縁部材３０の突設片３０ｃ，３０ｄがそれぞれ嵌合する嵌合孔２２ｃ，２２ｄが
設けられている。
【００２９】
　次に、図６，７に示されるように、支持アーム６の連結杆７との接続箇所について説明
すると、支持アーム６の上面側に、上方に向けて開口するとともに内外に一対の立片２４
，２５を有するコ字状部２３が、前後方向に延びている。内側の立片２４には、連結杆７
に接続する際に用いる前後に２個一組のボルト用の挿通孔２４ａが、立片２４の前後方向
に複数組並んで穿設されている。
【００３０】
　一方、図１１（ａ）、（ｂ）に示されるように、連結杆７の左右両端部には、前記した
２個一組の挿通孔２４ａに対応する２個一組のボルト孔３２ａが形成されており、連結杆
７と支持アーム６とは後述のように連結ボルトで接続されるようになっている。
【００３１】
　図７に示されるように、各組ごとの互いに隣接した２個の挿通孔２４ａ同士の間の部位
に、内側の立片２４と外側の立片２５とを連結するリブ２６が設けられている。
【００３２】
　内側の立片２４について詳述すると、図６に示されるように、立片２４の連結杆７に連
結するコ字状部２３の外方を向く外側面において、互いに連結した２個の挿通孔２４ａ同
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士の間の部位に、連結杆７に向けて凸である位置決め片２７が突設している。
【００３３】
　また、図６に示されるように、内側の立片２４のコ字状部２３内方を向く内側面は、外
上方に向けて傾斜するテーパ面２４ｂに形成されている。更に各挿通孔２４ａは、このテ
ーパ面２４ｂに対し略直交する軸線方向に穿設されている。
【００３４】
　尚、本実施例では、２個一組のボルト孔が形成された連結杆７と接続するべく、支持ア
ーム６の内側の立片２４に２個一組の挿通孔２４ａが前後方向に複数組形成され、各組の
挿通孔の間にリブ２６が設けられているが、例えば、１個のボルト孔のみが形成された連
結杆と適宜の箇所で接続するべく、支持アームの内側の立片に挿通孔が前後方向に複数個
形成され、隣接する挿通孔の間にリブが設けられていてもよい。
【００３５】
　更に尚、一組のボルト孔及び対応する挿通孔の個数は、２個であるに限られず、３個以
上の所定数であっても構わず、前記したリブは、隣接する挿通孔の間に全て、若しくは所
定数ピッチで設けられていてもよい。
【００３６】
　次に、図６，７に示されるように、支持アーム６の脚部材５との接続箇所について説明
すると、支持アーム６の前後中央側の下部に、略等脚台形状を成す嵌合突部２８が、その
下底辺２８ａを上底辺２８ｂよりも短い形状、すなわち下方に向って狭まる形状になるよ
うに設けられている。嵌合突部２８には、傾斜辺に沿ってネジ孔２８ｃが内外に貫通して
穿設され、内側面の所定箇所に係合凹部２８ｄが設けられている。
【００３７】
　一方、図１０に示されるように、脚部材５の内側面の前後中央側には、支持アーム６の
嵌合突部２８に対応して略等脚台形状を成す嵌合溝部５ｂが形成されている。嵌合溝部５
ｂは、脚部材の前後中央側における内側面及び上面を所定深さ削り取って形成され、すな
わち内側方且つ上方に向けて開口している。
【００３８】
　図７に示されるように、支持アーム６前後側２箇所の張出部２１内には、天板２の左右
側縁にパネル（図示略）を立設する場合に用いるブラケット（図示略）を接続するための
ネジ孔２１ｂが形成されている。本実施例のように、前記パネルを使用しない場合は、張
出部２１に連通する支持アーム外側開口を蓋部材３３により閉塞しておく。
【００３９】
　また、図９，１４に示されるように、支持アーム６の上面の嵌合突部２８から前後方向
（長手方向）の両方向に離間した複数箇所に、ネジ孔６ａが形成され、脚部材５と螺合す
る螺合手段であるネジ（図示略）を挿入できるようになっている。
【００４０】
　次に、支持アーム６の脚部材５への組み付けについて説明する。
【００４１】
　先ず、図７に示されるように、支持アーム６下面の溝部２２に沿って、前後方向に２個
の周縁部材３０を取り付け、支持アーム６を脚部材５上面の所定箇所に設置する。図８（
ａ）、（ｂ）及び図９に示されるように、各周縁部材３０において２箇所設けられた突設
片３０ｃ，３０ｄが、溝部２２の嵌合孔２２ｃ，２２ｄにそれぞれ嵌合することで、周縁
部材３０を取り付けた支持アーム６の下面を下方に向けても、周縁部材３０が支持アーム
６から脱落することが無く、支持アーム６の嵌合孔２２ｃ，２２ｄに対し、周縁部材３０
の突設片３０ｃ，３０ｄを嵌合した状態で、脚部材５に組み付けることができるので、机
１全体の組立効率が良化する。このように、支持アーム６の取付時に、支持アーム６と脚
部材５の上面５ａとにより周縁部材３０を挟持することになる。
【００４２】
　図１３ないし１５に示されるように、木製の脚部材５の化粧面である上面５ａに対し金
属製の支持アーム６を設置し、脚部材５と支持アーム６を螺合手段により取り付ける際に
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、剛性体で成型された支持アーム６が木製の脚部材５の上面５ａに集中応力が作用すると
疵や撓みが生じる虞があるが、弾性部材から成型された周縁部材３０が緩衝部材の役割を
果たし、脚部材５の損傷や変形を防止する。
【００４３】
　特に、支持アーム６の下面の外周縁部に設けられる溝部２２は、外側周縁および前後周
縁に設けられており、家具の外方から目立つ箇所となる外側周縁と前後周縁に周縁部材３
０が配置されることで、疵等を外方から確実に隠蔽することが可能である。
【００４４】
　また、周縁部材３０の幅方向の断面視形状を脚部材５の上面５ａに向けて拡がる傾斜面
３０ｂを備えた傾斜形状としたので、上方から加わる支持アーム６及び天板２の荷重を接
触面積の広くなった周縁部材３０の下面で受けることができ、支持アーム６を安定保持さ
せること可能となる。
【００４５】
　また、上述したように支持アーム６の下面を脚部材５の上面５ａに設置すると同時に、
支持アーム６の略等脚台形状の嵌合突部２８を、脚部材５の内側面の嵌合溝部５ｂにアプ
ローチし嵌合する。嵌合突部２８を嵌合溝部５ｂ内に嵌合することで、支持アーム６の脚
部材５対する前後方向及び左右方向の位置決めが成されることになる。
【００４６】
　嵌合突部２８を嵌合溝部５ｂに嵌合した後、嵌合突部２８のネジ孔２８ｃに挿入した連
結用のボルト３４を脚部材５と螺合することで（図１５参照）、支持アーム６の嵌合突部
２８を、脚部材５の嵌合溝部５ｂに対し固定する。
【００４７】
　このように、支持アーム６の嵌合突部２８が、脚部材５の嵌合溝部５ｂに嵌合すること
で、脚部材５の剛性を強めることができる。また、嵌合突部２８と嵌合溝部５ｂとを、と
もに下方に向かって狭まる台形状としたので、嵌合突部２８を嵌合溝部５ｂに差し込み易
くなる。
【００４８】
　具体的には、嵌合突部２８を上方から下方の嵌合溝部５ｂに向けて差し込むときに、差
込みの初期段階においては嵌合突部２８の幅狭の先端である下底辺２８ａが、嵌合溝部５
ｂの幅広の開口に対し差し込み易く、以降、嵌合突部２８を嵌合溝部５ｂ内に差し込むに
従い、嵌合突部２８の外面が嵌合溝部５ｂの内面に当接して漸次位置決めしながら、嵌合
突部２８が所定の嵌合位置に嵌合されることになる。
【００４９】
　またこのように、嵌合溝部５ｂを上方に加えて側方にも開口したので、嵌合突部２８の
嵌合溝部５ｂへの嵌合がより行い易くなる。
【００５０】
　前記した連結用のボルト３４により、嵌合突部２８を嵌合溝部５ｂに対し固定した後に
、図１２（ａ）、（ｂ）、図１３、及び図１５に示されるように、嵌合溝部５ｂの側方開
口の形状と略同一の略等脚台形状の閉塞板３１を、嵌合溝部５ｂに嵌合した嵌合突部２８
に係合する。閉塞板３１は、表面は周縁端部３１ａが若干突出した平面状であるとともに
、裏面の所定箇所に、嵌合突部２８の係合凹部２８ｄに対応し、先端が膨出した係合凸部
３１ｂが設けられている。
【００５１】
　閉塞板３１を嵌合突部２８に位置合わせし嵌合突部２８に向け押圧することで、係合凸
部３１ｂを係合凹部２８ｄに係合し、閉塞板３１を嵌合突部２８に取り付ける。嵌合突部
２８に取り付けられた閉塞板３１は、脚部材５の内側面５ｃと略面一となっている。
【００５２】
　図１５に示されるように、嵌合溝部５ｂの側方の開口が他方の脚部材５の方向、すなわ
ち内方に向けて開口しているので机１の外方から目立たず、しかも閉塞板３１によって閉
塞したので、連結用のボルト３４や嵌合突部２８が外方に露呈せず、体裁を損なわない。
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【００５３】
　またこのように、閉塞板３１の形状が脚部材５の嵌合溝部５ｂの側方開口の形状と略同
一で、且つ脚部材５の嵌合溝部５ｂの開口側である内側面５ｃと略面一となっているため
、凹凸の違和感がなく、脚部材５の内側面５ｃと同一化させることができ体裁がよい。
【００５４】
　次に、図１４に示されるように、支持アーム６の上面に形成されたネジ孔６ａに下方に
挿入した取付ネジ（図示略）を脚部材５と螺合することで、支持アーム６を脚部材５に対
し固定する。
【００５５】
　このように、支持アーム６の前後方向（長手方向）の略中間位置で嵌合突部２８が嵌合
溝部５ｂに連結され、且つ嵌合突部２８から長手方向の両方向に離間した複数箇所のネジ
孔６ａに挿入したネジで、脚部材５に連結されるので、脚部材５の剛性が長手方向の全領
域で大となる。尚、支持アームの脚部材と連結する前記複数箇所は、嵌合突部から長手方
向の両方向に離間していればよく、例えば、支持アームの前後の両端箇所であっても構わ
ない。
【００５６】
　また、嵌合突部２８は、その下底辺２８ａが上底辺２８ｂよりも短く形成されており、
且つ、嵌合突部２８における前後両側の傾斜辺が下底辺２８ａに向けて狭まるように傾斜
しており、嵌合突部２８の下底辺２８ａ及び前記傾斜辺が、机１外上方からの視覚に入り
難いため、嵌合突部２８及び閉塞板３１が目立たず、外観体裁が良い。
【００５７】
　次に、支持アーム６と連結杆７との連結について説明する。
【００５８】
　本実施例では、支持アーム６の前後中央に位置する挿通孔２４ａを用いて、一本の連結
杆７のみを支持アーム６に接続する。図１１（ａ）、（ｂ）及び図１３に示されるように
、連結杆７は側面視矩形状の周壁からなる内空構造の管状体であって、連結杆７の左右両
端縁よりも若干内方には、前後一対のボルト孔３２ａが形成されたプレート材３２が、上
下の周壁に対し所定角度傾斜した状態で、連結杆７に固着されている。具体的には、プレ
ート材３２は、連結杆７の取付位置において前述した支持アームの立片２４のテーパ面２
４ｂと略平行になるような角度で傾斜している。また、ボルト孔３２ａは、プレート材３
２の内外端面に対し略直交方向に穿設されており、すなわちボルト孔３２ａは、連結杆７
の取付位置において、立片２４のテーパ面２４ｂに略直交に穿設された挿通孔２４ａと、
略同軸に配置できるように成っている。
【００５９】
　この連結杆７を、前記したプレート材３２のボルト孔３２ａが支持アーム６の立片２４
の挿通孔２４ａと略同軸になるように配置する。具体的には、内空構造の連結杆７の左右
端の上下周縁が、コ字状部２３の立片２４の外側面に突設した位置決め片２７と嵌合する
ように、連結杆７を配置する。
【００６０】
　次に、図１３に示されるように、それぞれの挿通孔２４ａに、支持アーム６と連結杆７
とを連結するボルトである連結ボルトＢを、コ字状部２３の外上方から内下方に向けて斜
方向に挿通する。それぞれの連結ボルトＢは挿通孔２４ａに挿通され、ボルト孔３２ａに
螺合する。
【００６１】
　尚、本実施例では、前後中央に形成された一組の挿通孔２４ａのみを用いて、支持アー
ム６と一本の連結杆７のみとを接続しているが、天板の前後幅寸法や耐荷重の仕様等に応
じて、複数組穿設された挿通孔のうち、適宜、数組の挿通孔を用いて、支持アーム６と複
数本の連結杆とを接続しても良い。
【００６２】
　このように、連結ボルトＢの挿通孔２４ａが複数穿設されているので、連結杆の数及び
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設置箇所を、挿通孔２４ａの穿設箇所に応じて任意に選定できる。また、隣接した挿通孔
２４ａ同士の間にリブ２６を設けたことによって、連結杆７の連結ボルトＢの締結により
発生するモーメントを、リブ２６により連結された支持アーム６のコ字状部２３の両立片
２４，２５により受けることができ、連結杆７の支持強度を高めることができる。
【００６３】
　また、連結杆７は隣接する２つの挿通孔２４ａに挿通した２つの連結ボルトＢによって
連結されており、２つの連結ボルトＢによって連結杆７を連結すると共に、隣接した挿通
孔２４ａ同士の間にリブ２６が設けられているので、連結杆７の支持強度を一層高めるこ
とができる。
【００６４】
　また、位置決め片２７により、連結杆７を脚部としての支持アーム６に対し上下方向に
位置保持できるので、重量のある連結杆７を位置決め片２７で支えた状態で連結ボルトＢ
の締結作業ができる。更に、位置決め片２７は、コ字状部２３の内方の立片２４の外側面
に、突設しているため、立片２４をより肉厚にすることになり、連結杆７の支持強度の向
上に寄与できる。
【００６５】
　更に、挿通孔２４ａが穿設された内方の立片２４における内側面を外上方に向けて傾斜
するテーパ面２４ｂに形成することで、連結ボルトＢを外上方から斜方向に挿通できるた
め、両立片２４，２５の間隔を大とすることなく連結ボルトＢの締結が可能となり、脚部
としての支持アーム６の幅方向の厚みを小とすることができる。
【００６６】
　尚、上記した連結杆７の前後中央側における挿通孔２４ａへの取り付けに関し、外方の
立片２５の一部を構成するカバー部材２５ａを一旦取外し、図１５に示されるように、コ
字状部２３の外側方に連通する開口部２５ｂを形成してもよい。このようにすることで、
コ字状部２３の外上方に加え外側方も利用して、連結ボルトＢを螺挿するために用いるド
ライバ工具を取り扱い易い。
【００６７】
　上述したように、脚部材５に周縁部材３０を介して支持アーム６を取付けた脚部を構成
するとともに、左右一対に配置した前記脚部に対し連結杆７を連結し、前記脚部と連結杆
７とにより脚体を構成する。
【００６８】
　次に、図４及び１５に示されるように、前記脚体を構成する支持アーム６及び連結杆７
の上面に、天板２を載置するとともに、支持アーム６の張出部２０のネジ孔２０ａ、及び
に張出部２１のネジ孔２１ａに、下方からネジ（図示略）を挿入し、脚体と天板２とを接
続する。
【００６９】
　以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施例に限
られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本発
明に含まれる。
【００７０】
　例えば、上記実施例では、支持アーム６の嵌合突部２８が嵌合する脚部材５の嵌合溝部
５ｂは、上方且つ内側方に向けて開口しているが、例えば嵌合溝部は、上方且つ外側方に
開口しているものであってもよいし、または上方のみに開口し、脚部材の内部に向けて穿
設されたものであってもよい。
【００７１】
　また、例えば上記実施例では、ボルト３４により嵌合突部２８を連結した後の嵌合溝部
５ｂの側方の開口を、閉塞板３１によって閉塞しているが、例えば、閉塞板は、前記ボル
ト用の挿通孔が形成されるとともに、嵌合突部に一体に設けられているものであってもよ
い。
【００７２】



(10) JP 2010-104484 A 2010.5.13

10

20

30

40

50

　また、例えば上記実施例では、閉塞板３１は、嵌合溝部５ｂの側方開口の形状と略同一
の形状をなし、脚部材５の開口側側面５ｃと略面一となるように取り付けられているが、
例えば、閉塞板は、嵌合溝部の側方開口の形状よりも大型若しくは小型の略相似形状であ
ってもよいし、また脚部材の開口側側面よりも凸状若しくは凹状となるように取り付けら
れても構わない。
【００７３】
　また、例えば上記実施例では、嵌合突部２８は、支持アーム６の長手方向の略中間位置
に設けられており、支持アーム６の長手方向の両端部が、脚部材５に連結されるようにな
っているが、例えば、嵌合突部は、支持アームの長手方向の両端部に設けられる構造であ
ってもよいし、前記構造に加えて、支持アームの長手方向の略中間部が、脚部材に連結さ
れるようになっていても構わない。
【００７４】
　更に、例えば上記実施例では、脚体として板状の脚部材５、支持アーム６、及び連結杆
７が構成されているが、脚体の構成部材は、本実施例に限られず、例えば、脚部材と支持
アームのみから構成されていてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の実施例における天板付き家具としての机の全体像を示す斜視図である。
【図２】机の側面図である。
【図３】机の一端側を示す正面図である。
【図４】机の一端側を示す平面図である。
【図５】支持アームの取付状況を示す拡大斜視図である。
【図６】支持アームを内上方から見た斜視図である。
【図７】支持アームを外上方から見た斜視図である。
【図８】（ａ）は、周縁部材の平面図であり、（ｂ）は、同じく正面図であり、（ｃ）は
、同じく側面図である。
【図９】支持アームの底面図である。
【図１０】脚部材を内上方から見た斜視図である。
【図１１】（ａ）は、連結杆の一端側を示す正面図であり、（ｂ）は、同じく側面図であ
る。
【図１２】（ａ）は、閉塞板の正面図であり、（ｂ）は、同じく側面図である。
【図１３】脚部材に取付けられた支持アームの断面図である。
【図１４】脚部材に取付けられた支持アームの平面図である。
【図１５】脚部材に取付けられた支持アームを内上方から見た斜視図である。
【符号の説明】
【００７６】
１　　　　　　　　机（天板付き家具）
２　　　　　　　　天板
３　　　　　　　　脚体
４　　　　　　　　パネル
５　　　　　　　　脚部材
５ａ　　　　　　　上面
５ｂ　　　　　　　嵌合溝部
５ｃ　　　　　　　内側面
６　　　　　　　　支持アーム
７　　　　　　　　連結杆
１０　　　　　　　係合部材
１１，１２　　　　係合片
１３　　　　　　　ブラケット
２０，２１　　　　張出部
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２２　　　　　　　溝部
２２ｃ，２２ｄ　　嵌合孔
２３　　　　　　　コ字状部
２４，２５　　　　立片
２４ａ　　　　　　挿通孔
２４ｂ　　　　　　テーパ面
２６　　　　　　　リブ
２７　　　　　　　位置決め片
２８　　　　　　　嵌合突部
２８ａ　　　　　　下底辺
２８ｃ　　　　　　ネジ孔
３０　　　　　　　周縁部材
３０ｂ　　　　　　傾斜面
３０ｃ，３０ｄ　　突設片
３１　　　　　　　閉塞板
３４　　　　　　　ボルト
Ｂ　　　　　　　　連結ボルト

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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